
開館時間／午前９時～午後５時　休館日／水曜日（祝日の場合は翌日）　入館料／大人300円  小・中学生150円　www.massimo-k.org/p_murayama
〒995-0054 山形県村山市大字大淀1084-1　TEL.0237-52-3195　FAX.0237-55-2152　E-mail mogamigawa@city.murayama.lg.jp

平成 29年　年度計画　2017

雪の最上峡　1983　120F　日展改組15回　戸沢村高屋

斎藤長三 油絵
高橋　剛 彫刻 二人展

酒田市美術館 収蔵品
特別企画

8 月 25日（金） 9ｰ 月 26日（火）

最上川 Ⅰ
4 月 14 日（金） 6ｰ 月 20日（火）

真下慶治描く

最上川 Ⅱ
6 月 23日（金） 8ｰ 月 22日（火）

最上川 Ⅴ

1
2018

月 19 日（金） 4ｰ 月 10 日（火）

最上川 Ⅳ
9 月 29日（金） 1ｰ 月 16 日（火）

2018

常 設 展 示 室



アートクラブに入会して、美術館の活動をご支援いただき、四季折々の美しい最上川風景とともに
ゆったりと美術を鑑賞し、美術館活動に参加して、アートな時間を過ごしてみませんか。よろしくお願いいたします。

平成29年度　真下慶治記念館　アートクラブ　友の会会員募集要項

お問い合わせ
申  込  受  付

真 下慶 治記念 館
〒995-0054　山形県村山市大淀1084-1　TEL.0237-52-3195

ア ー ト ク ラ ブ 事 務 局

最上川美術館・真下慶治記念館　 平成29年度　2017　企画展示ご案内

◇　美術館グッズ販売
　　真下図録・ポスター各種・絵葉書・便箋
　　バンダナ各種・額縁・マット絵各種

◇　喫茶コーナー
　　お抹茶　　　　　　　　400円
　　ホットコーヒー　　　　300円
　　アイスコーヒー　　　　300円
　　ラ・フランスジュース　250円
　　オレンジジュース　　　250円

・アートクラブ主催 各種講座には無料にて参加できます
・美術館の催事案内を随時郵送にてお知らせします
・真下慶治記念美術館の入館料は250円に割引
・ワンドリンクサービス

一般会員
家族会員
賛助会員

2,000円
3,000円
10,000円

（記名者1名様）
（記名者とご家族1名様）
（記名者と同伴者5名様）

アートクラブ
年　会　費

アートクラブ
会員の特典

表紙紹介
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9月29日（金） - 10月31日（火） 10月  5日（木） - 10日（火）
              　　　東沢薔薇公園の薔薇生花展

常設展示室 企画展示室 学　　習　　室

8月25日（金） - 9月26日（火）

4月14日（金） - 6月20日（火）

6月23日（金） - 8月22日（火）

　真下慶治描く　最上川　Ⅰ

　最上川　Ⅱ

　最上川　Ⅲ

　最上川　Ⅳ

　最上川　Ⅴ

7月28日（金） - 8月22日（火）

9月29日（金） - 1月16日（火）

1月19日（金） - 4月10日（火）

4月14日（金） - 6月20日（火）
　真下慶治描く 静物画展

6月23日（金） - 7月25日（火）
　第13回 村山美術連盟作品展

2月23日（金） - 4月10日（火）

※学習室 時間表示は開演時間　※休館日・企画・講座の日時変更の場合はご容赦お願いいたします。

　美術館のお雛様

1月19日（金） - 2月20日（火）

8月25日（金） - 9月26日（火）

10月22日（日）PM1:30 天野亮子クラッシックコンサート

11月19日（日）PM1:30 笹原明士氏ギャラリートーク

10月  7日（土）AM10:30 大淀いもっこまつり

6月24日（土）PM2:00 アートクラブ総会 

1月20日（土）PM1:30 山大生ギャラリートーク

　特別企画
　酒田市美術館 収蔵品
　斎藤長三油絵・高橋剛彫刻 二人展

　柴田玄石 最上川俳画展

　須藤正義 油絵展

11月3日（金） - 1月16日（火）
　笹原明士 油絵展

7月  8日（土）AM9:30 チャイルドピアノコンサート

7月22日（土）PM2:00 JAZZコンサート

9月  2日（土）PM2:00 尾尻ギターコンサート

4月29日（土）観桜会・お茶会
AM10:00～PM2:00 お茶会
PM1:00 演歌と踊りを楽しもう

　山形大学造形芸術コース
　グループ絵画展

　真下慶治は最上峡は数多く描いてきました。この絵は最上川が小外川付
近で大きくカーブしている処です。絶景ポイントで写真家もよく見掛けま
す。対岸の民家は今は一軒になり人も住んでいないようです。描いた場所
は陸羽西線・高屋駅の駐車場東側です。草薙温泉に４日程宿泊して描きま
した。当時は最上川スキー場がありスキーヤーの車が多く駐車していて、
描いた場所に車を停められると支障を来しますので、朝食もそこそこに現
場に出掛けたのは思い出です。描かれている民家は当時酒屋でしたが、今
は蕎麦屋になりました。また取り壊された家屋もあります。
　最上峡はかつて、小鵜飼舟が行き交い、多くの物資と文化が運ばれ「母
なる川」として栄えたことでしょう。　　　　　　　　　館 長　真下 清美


